
事件番号 不服申⽴⽇ 処分根拠法令 裁決⽇ 申⽴内容 裁決内容 裁決

令和2年⻄市総審第
2号

令和3年2⽉4⽇ 住⺠基本台帳法 令和3年4⽉22⽇
職権による住⺠票の消除処分の
取消しを求めるもの

処分庁は、審査請求書に審査請求の趣旨等の記載が
ないことから審査請求人に補正を命じたが、審査請
求人は補正を⾏わなかったため、本件審査請求は不
適法である。

却下

令和2年⻄福総審第
3号

令和2年11⽉2⽇
⽣活困窮者⾃⽴⽀援
法

令和3年4⽉28⽇
住居確保給付⾦の中⽌処分の取
消しを求めるもの

住居確保給付⾦の⽀給申請における審査請求人に対
する説明に⽐して不利益的な変更を含む⽀給中⽌基
準に従って⾏われた本件処分は、信義則上問題があ
ると⾔わざるを得ず、違法⼜は不当な処分である。

認容

平成31年⻄⼦援総
審第1号

令和2年2⽉12⽇ 児童福祉法 令和3年5⽉27⽇
保育所等の転所を保留とする利
用調整に関する処分の取消しを
求めるもの

本件処分は、保育所等の利用希望者が利用定員を超
えていることを前提として⾏われた利用調整であっ
て、やむを得ないものであり、また、利用調整基準
に基づき適正になされていることから、違法⼜は不
当なものとはいえない。

棄却

令和３年度裁決⼀覧
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令和2年⻄福総審第
2号

令和2年8⽉11⽇
⽣活困窮者⾃⽴⽀援
法

令和3年6⽉16⽇
住居確保給付⾦の不⽀給処分の
取消しを求めるもの

本件処分は、法令及び⽀給基準に基づき適法に⾏わ
れているため、違法⼜は不当な点はない。

棄却

平成31年⻄市総審
第2号

令和2年1⽉20⽇ 住⺠基本台帳法 令和3年6⽉22⽇
住⺠票の写しの不交付決定処分
の取消しを求めるもの

本件住⺠票の写しの請求は、審査請求人が代理人と
して⾏ったものであるから、本件処分の名宛人は審
査請求人ではない。よって、本件処分の不服申⽴人
適格を有しないから、本件審査請求は不適法であ
る。

却下

令和3年⻄都総審第
1号

令和3年9⽉22⽇ ー 令和3年10⽉8⽇
市営住宅の家賃につき、遡及し
て減免を⾏わないとした決定の
取消しを求めたもの

市と公営住宅の⼊居者との間の法律関係は、私人間
の家屋賃貸借関係と異なるところはないところ、本
件決定も家屋賃貸借契約の当事者間における意思表
示に過ぎず、審査請求の対象となる処分には当たら
ないから、本件審査請求は不適法である。

却下
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令和3年⻄福総審第
1号

令和3年4⽉21⽇
⽣活困窮者⾃⽴⽀援
法

令和3年10⽉21⽇
住居確保給付⾦の中⽌処分及び
住居確保給付⾦の不⽀給処分の
取消しを求めるもの

本件処分は、いずれも法令及び⽀給基準に基づき適
法に⾏われているため、違法⼜は不当な点はない。

棄却

令和2年⻄税管審第
2号

令和2年8⽉23⽇ 地方税法 令和3年11⽉29⽇

固定資産税及び都市計画税の賦
課に関する処分のうち、住宅用
地の特例の変更部分の取消しを
求めるもの

処分庁が住宅用地の特例の適用を認める内容の固定
資産税及び都市計画税の賦課に関する変更処分を
⾏ったため、本件審査請求の対象となる本件処分は
消滅し、審査請求人は法律上の利益を有する者とは
認められないから、本件審査請求は不適法である。

却下

平成31年⻄市総審
第1号

令和元年9⽉25⽇ 住⺠基本台帳法 令和3年12⽉6⽇
⼾籍の附票の写しの不交付決定
処分の取消しを求めるもの

住⺠基本台帳法に基づく処分は、国が定めた事務処
理要領が明らかに法令の解釈を誤っているなどの特
段の事情が認められない限り、事務処理要領に従っ
て⾏うことが求められており、本件処分は事務処理
要領に従って⾏われているから、違法⼜は不当な点
はない。

棄却


